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東
京
盲
唖
学
校
教
員
石
川
倉
次
ら
に
よ
っ
て
、
五
十
音
に
翻
案
さ
れ
た
。
ル

イ
・
ブ
ラ
イ
ユ
は
、
世
界
の
視
覚
障
が
い
者
の
文
化
と
地
位
に
計
り
知
れ
な
い

貢
献
を
し
た
が
、
彼
自
身
は
そ
の
こ
と
を
知
ら
ず
、
ひ
っ
そ
り
と
眠
り
に
つ
い

た
の
で
あ
る
。
い
や
、
価
値
の
あ
る
仕
事
と
い
う
も
の
の
多
く
は
、
ひ
っ
そ
り

と
し
た
も
の
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

私
ど
も
が
運
営
す
る
上
野
点
字
図
書
館
で
も
、
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
々
が
、
今
日
も
静
か
に
、
奉
仕
活
動
に
励
ん
で
お
ら
れ
る
。
点
字
は
、
視
覚

障
が
い
者
用
の
す
ぐ
れ
た
表
音
式
か
な
文
字
で
あ
る
が
、
書
く
と
き
は
右
か
ら

左
へ
と
点
字
を
打
ち
、
読
む
と
き
は
こ
の
紙
を
ひ
っ
く
り
返
し
て
、
打
ち
出
さ

れ
た
凸
面
の
点
字
を
指
先
の
触
覚
で
読
み
取
る
の
が
本
来
で
あ
っ
た
。
し
か

し
、
近
年
は
パ
ソ
コ
ン
点
訳
で
作
っ
た
デ
ー
タ
を
点
字
プ
リ
ン
タ
ー
で
印
刷
す

る
こ
と
が
多
く
な
り
、
一
方
、
録
音
技
術
の
向
上
に
よ
っ
て
録
音
図
書
つ
ま
り

音
訳
さ
れ
た
図
書
の
活
用
も
増
加
し
て
い
る
。
点
訳
で
あ
れ
音
訳
で
あ
れ
、
こ

の
手
間
の
か
か
る
製
作
活
動
に
は
、
あ
る
期
間
の
勉
強
と
練
習
を
積
ん
だ
多
く

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
の
協
力
が
必
要
で
あ
る
。

　

ル
イ
・
ブ
ラ
イ
ユ
の
言
葉
を
一
つ
紹
介
さ
せ
て
頂
こ
う
。

　
「
意
思
を
伝
え
合
お
う
と
す
る
こ
と
は
知
識
を
求
め
る
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ

は
私
た
ち
が
、
目
の
見
え
る
人
か
ら
、
よ
り
劣
っ
た
人
間
と
し
て
軽
蔑
さ
れ
な

い
で
す
む
よ
う
に
な
る
た
め
に
、
非
常
に
大
切
な
こ
と
で
す
。
私
た
ち
は
、
哀

れ
み
は
い
ら
な
い
し
、
弱
い
人
間
な
の
だ
と
思
い
知
ら
さ
れ
る
必
要
も
あ
り
ま

せ
ん
。
他
の
す
べ
て
の
人
と
対
等
に
扱
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
意
思
を
伝
え

合
う
こ
と
に
よ
っ
て
そ
れ
が
可
能
に
な
る
の
で
す
。」

─
筆
者
の
エ
ッ
セ
イ
集
「
ま
ぼ
ろ
し
の
よ
う
に
」
か
ら
転
載
─

（
三
重
県
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
）

　

当
人
の
死
後
、
そ
の
業
績
が
漸
く
世
に
認
め
ら
れ
る
と
い
う
例
は
珍
し
く
な

い
。
ア
ン
リ
・
ル
ソ
ー
は
、
現
代
絵
画
へ
の
道
を
ひ
ら
い
た
巨
匠
の
一
人
と
し

て
今
日
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
が
、
生
前
は
下
手
な
絵
を
描
く
画
家
と
し
て
大

方
の
人
々
の
嘲
笑
の
的
で
あ
っ
た
。
石
川
啄
木
は
、
貧
困
の
中
で
短
い
人
生
を

終
え
た
が
、
没
後
、
そ
の
短
詩
型
文
学
は
多
く
の
人
々
の
心
を
打
ち
、
愛
さ
れ

る
こ
と
に
な
る
。
一
国
の
政
治
家
と
も
な
れ
ば
、
む
し
ろ
死
後
一
世
紀
位
経
な

け
れ
ば
、
確
か
な
評
価
が
固
ま
ら
な
い
と
考
え
る
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。

　

と
こ
ろ
で
、
目
の
不
自
由
な
人
た
ち
の
文
字
で
あ
る
「
点
字
」
は
、
十
九
世

紀
の
初
頭
に
フ
ラ
ン
ス
の
ル
イ
・
ブ
ラ
イ
ユ
と
い
う
人
に
よ
っ
て
考
案
さ
れ
た

が
、
こ
の
場
合
も
世
に
認
め
ら
れ
た
の
は
、
そ
の
没
後
で
あ
っ
た
。
遠
い
昔
の

こ
と
で
は
あ
る
が
、
ル
イ
が
実
は
全
盲
の
少
年
で
あ
っ
た
こ
と
を
思
う
と
き
、

私
の
胸
は
痛
む
の
で
あ
る
。

　

ル
イ
・
ブ
ラ
イ
ユ
は
、
一
八
〇
九
年
に
パ
リ
か
ら
東
へ
数
十
キ
ロ
離
れ
た
小

さ
な
村
ク
プ
ヴ
レ
村
に
生
ま
れ
た
。
父
親
は
馬
具
や
革
靴
な
ど
を
作
る
職
人

で
、
自
宅
の
一
階
に
工
房
を
も
っ
て
い
た
。
三
歳
の
ル
イ
は
そ
の
工
房
に
入
り

こ
み
、
あ
や
ま
っ
て
錐
で
左
の
眼
球
を
突
き
、
や
が
て
そ
の
炎
症
が
両
眼
を
侵

し
て
失
明
す
る
の
で
あ
る
。
十
歳
の
と
き
パ
リ
の
王
立
盲
学
校
に
入
学
。
十
二

歳
の
と
き
ル
イ
は
、
フ
ラ
ン
ス
軍
の
シ
ャ
ル
ル
・
バ
ル
ビ
エ
と
い
う
砲
兵
大
尉

が
、
夜
間
の
命
令
伝
達
用
に
開
発
し
た
一
種
の
触
覚
文
字
が
あ
る
こ
と
を
知
っ

た
。
以
来
ル
イ
は
啓
示
を
受
け
た
よ
う
に
、
夜
ご
と
盲
学
校
の
寄
宿
舎
で
盲
人

用
触
覚
文
字
の
研
究
に
熱
中
、
十
五
歳
で
ほ
ぼ
す
べ
て
の
文
字
、
句
読
点
、
数

字
記
号
な
ど
を
作
り
上
げ
、
今
日
の
六
点
式
点
字
の
基
礎
を
確
立
し
た
。

　

そ
の
後
も
ル
イ
は
音
楽
記
号
な
ど
の
研
究
を
続
け
る
が
、
結
核
に
侵
さ
れ

四
十
三
歳
で
こ
の
世
を
去
っ
た
。
当
時
の
フ
ラ
ン
ス
の
新
聞
に
ル
イ
の
記
事
を

探
し
た
人
が
い
る
が
、
死
亡
欄
の
中
に
さ
え
見
当
た
ら
な
か
っ
た
と
い
う
。
遺

体
は
ク
プ
ヴ
レ
村
の
墓
地
に
埋
葬
さ
れ
た
が
、
後
に
あ
ら
た
め
て
パ
リ
に
埋
葬

さ
れ
た
。
ク
プ
ヴ
レ
村
の
生
家
は
、
今
は
点
字
博
物
館
と
し
て
公
開
さ
れ
て
お

り
、
世
界
中
の
視
覚
障
が
い
者
た
ち
が
訪
れ
て
、
盲
人
た
ち
に
光
を
も
た
ら
し

た
ル
イ
・
ブ
ラ
イ
ユ
の
偉
業
を
偲
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。

　

実
は
、
ル
イ
の
六
点
式
点
字
を
、
盲
人
用
文
字
と
し
て
フ
ラ
ン
ス
政
府
が
公

認
し
た
の
は
死
後
二
年
を
経
て
か
ら
で
あ
っ
た
。
世
の
中
は
そ
う
し
た
も
の
で

あ
ろ
う
。
そ
の
後
次
第
に
、
ル
イ
・
ブ
ラ
イ
ユ
方
式
に
よ
る
点
字
は
世
界
に
広

が
っ
て
行
く
。
わ
が
国
で
は
ル
イ
の
死
後
三
十
六
年
を
経
た
明
治
二
十
三
年
、

　
ル
イ
・
ブ
ラ
イ
ユ

　
　
　
　
─
点
字
を
考
案
し
た
フ
ラ
ン
ス
の
全
盲
の
少
年
─

会
　
長

森

下

達

也

伊
賀
市
社
会
事
業
協
会
　

社
会
福
祉
法
人

点字図書を触読する



心一つに運動会
～心も体も元気いっぱい～

みどり第二保育園

2012年12月20日
（２）

　当法人の14保
育園が一つになっ
て「子どもフェス
ティバル」を開催
しました。
　ロンドンオリン
ピックに興味を
持った子どもたち
が、オリンピック
競技を再現したあそびの広場で、体操やバ

レーボール、水泳、
トラック競技等に
チャレンジし、選
手のように頑張り
ました。
　３、４、５歳児
の絵画コーナー、

食育、保健、赤ちゃんひろば、作って遊ぼ
う、絵本の読み聞かせ、伝承遊び、人形劇の
各コーナーでは保護者も一緒に楽しんでくれ
ました。
　約2,800名の方々が来場し、子どもたちの
歓声と笑顔に包まれ終日賑わいました。

　子どもたち一人ひとりが制作した旗の下、
運動会を開催しました。
　「♪うんどうかいだチャッチャチャチャ、
みんなでチャッチャチャチャ♪」と歌い気分
が盛りあがった後、かけっこや遊戯、表現あ
そび、親子競技などを楽しみました。異年齢

児クラス（３・４・
５歳児）の綱引き
では、年上の子が
年下の子に綱の持
ち方を教え、「よ
いしょ、よいしょ」
と声を掛け合いな
がら、力いっぱい
引っぱりました。
保護者の声援や拍

手が、子どもたち
のエネルギーに
なったようです。
　子どもたちから
は「緊張したけど
がんばったよ」「疲
れたけど楽しかっ
た」などの声が聞
かれ、友だちと力
を合わせてやり遂げた満足感が伝わってきま
した。

第27回子どもフェスティバル
～みんな輝け　チャンピオン～

今年も大賑わい

めざせ金メダル

「コマはこう持つんだよ」

ゴールを決めるのはぼくだ！

親子で「いち・に、いち・に」

パラバルーン演技をする子どもたち「よいしょ、よいしょ」



2012年12月20日
（３）

　県下各地から総勢80余名の参加者を迎え
て、三重県社会福祉協議会主催の公開保育を
実施しました。〝共に生き、共に育つ子ども
を育む保育園〟をテーマに取り組み、みどり
保育園の０歳児～５歳児の９クラスの保育
と、かしのみ園の４クラスの療育保育を公開
しました。
　屋外では、両園児が共に、砂あそび・長縄
あそび・体操などで交流し、生き生きと活動
する様子を、室内では、発達課程や障がいの
特性に応じた保育や療育を見ていただきまし
た。
　午後からの全体会・分科会においては、保
育や療育の内容及びかしのみ園設立の経緯や

意義について質問があり、説明と報告をしま
した。集中的個別的療育保育と統合保育の中
で育つ思いやりや意欲、保育者の関わり、専
門家や専門機関との連携などの視点で、活発
に意見交換が繰り広げられました。
　“かしのみ方式”と名付けられたかしのみ園
の療育保育は、早期発見と早期療育、個々の
障がい特性に応じた専門的療育、交流保育・
統合保育、親子通園を通しての親子関係の確
立などを基本理念にしてきました。
　今後も、一体化施設の中で、みどり保育園、
かしのみ園の子どもたちが、共に生き共に育
つ療育・保育の充実を更に図っていきたいと
思います。

　
伊
賀
市
の
ゆ
る
キ
ャ
ラ
「
い
が
☆
グ
リ

オ
」
の
テ
ー
マ
ソ
ン
グ
に
振
り
を
つ
け
た

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
体
操
を
、
運
動
会
で
発
表

し
ま
し
た
。

　

運
動
会
当
日
に
は
、
い
が
☆
グ
リ
オ
が

応
援
に
来
て
く
れ
て
、子
ど
も
た
ち
は
、張

り
切
っ
て
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

公開保育を実施しました
みどり保育園・心身障害児療育保育施設 かしのみ園

療育保育のようす

共に育ち合う子どもたち

い
が
★
グ
リ
オ
登
場
に

　
　
　
　
　ビ
ッ
ク
リ
!!

ゆ
め
が
丘
保
育
所いが☆グリオと体操する子どもたち



2012年12月20日
（４）

　ご利用者の手芸・書道・俳句等数々の力作を展示
するとともに、園での生活の様子を知ってもらおう
と、フォトムービーを上映しました。
　各クラブ発表ではご家
族の皆様から温かい拍手
をいただきました。続い
て四日市の視覚障がい者
の方々で結成された「エ
ンジョイバンド」を迎え、
息のあった演奏を披露し
ていただきました。代
表の酒井氏による軽妙な
トークあり、歌あり笑い
ありの楽しい一時を過ご
すことができました。

　講師に山下正代先生を
お招きし、フラワーアレ
ンジメントに挑戦しまし
た。器は、身近にあるマ
グカップや湯のみを準備
しました。さまざまなア
レンジを楽しんでいただ
けるよう、ビーズ・リボ

ン・紙粘土等も揃
えました。秋らし
く松ぼっくりを使
う方、モールを使
いクリスマス調に
する方、それぞれ
に工夫され、個性
あふれる作品がで
き上がり、完成と
共に会場にも笑顔
の花が咲き誇りま
した。

　伊賀市子育てインストラクタースマイル母
ママ
を迎

え、エプロンシアター「おおきなかぶ」、パネルシ
アター「カレーライス」、手遊び歌等を披露してい
ただきました。おおきなかぶがエプロンの小さなポ

ケットから見事に現れた
時には、皆大喜びでし
た。「カレーライス」で
は、手品の様にコンロに
火が点いたり、カレーが
出来上がっていく様子に
歓声が上がりました。随
所に歌や愉快な振り付け
があり、笑いあり驚きあ
り、楽しく体を動かすこ
とができました。

　地域の老人クラブやボ
ランティアの皆様と「え
えとこ行こか、日本一周
の旅ゲーム」を楽しみま
した。知恵をしぼり合っ
てクイズに答えながら、
白鳳城を目指します。運
と度胸にまかせた、お
しゃべり満載の楽しい旅となりました。参加された
方は「命の洗濯をさせてもらったよ」と晴れやかな
表情でした。

「おおきなかぶ」で大喜び　
特別養護老人ホーム　第二梨ノ木園

めざせ『白鳳城』
老人デイサービスセンター　

　なしのき

笑顔でつながった梨ノ木園
盲養護老人ホーム　梨ノ木園

フラワーアレンジメント
～笑顔の花を咲かせよう～

障害者支援施設　梨丘園

　11月３日（文化の日）、第12回往古梨まつりを
開催しました。笑いは副作用のない魔法の薬、笑っ
て過ごせるように、今年は「今、とびっきりの笑
顔を」とサブテーマにかかげました。
　今年は、落語家の桂

かつら

壱
い ち の す け

之輔さんの小噺あり、落
語ありで会場全体が大笑いに包まれました。アト
ラクションのあとは、家族で昼食を楽しまれる方、
スタンプラリーに挑戦される方等、皆様ゆっくり
と過ごされました。
　今回もご来賓、ご家族、ボランティア、地域の
皆様など多くの
方々にご来場いた
だき、盛大に開催
することができま
した。心より感謝
申し上げます。

第12回往古梨まつり
“家族とともに地域とともに支え愛”

「今、とびっきりの笑顔を」

お こ なし

あい



2012年12月20日
（５）

　
絵
手
紙
教
室
で
は
、
伊
賀
上
野
城
や
病

院
、
老
人
福
祉
施
設
等
で
絵
手
紙
を
展
示

さ
れ
て
い
る
「
絵
手
紙
い
ろ
は
」
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
方
々
を
先
生
と
し
て
お
迎
え

し
て
い
ま
す
。
参
加
者
は
月
に
一
度
、
四

季
折
々
の
花
や
植
物
を
題
材
に
、
季
節
を

感
じ
な
が
ら
作
品
を
作
り
、
お
城
ま
つ
り

と
芭
蕉
祭
な
ど
に
出
品
し
て
い
ま
す
。

　
「
こ
ん
な
色
で
い
い
か
な
？
」「
こ
の
絵

ど
う
で
す
か
？
」
と
先
生
方
に
相
談
し
、

ア
ド
バ
イ
ス
や
感
想
を
い
た
だ
き
な
が
ら

完
成
さ
せ
て
い
ま
す
。
ご
利
用
者
同
士
で

で
き
上
が
っ
た
作
品
を
見
て「
上
手
」「
キ

レ
イ
」
と
声
を
か
け
合
い
、
次
の
作
品
へ

の
意
欲
に
目
を
輝
か
せ
て
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
た

く
さ
ん
の

笑
顔
と
個

性
豊
か
な

作
品
が
あ

ふ
れ
る
教

室
で
あ
り

続
け
た
い

と
願
っ
て

い
ま
す
。

　秋たけなわの10月13日、長田地区の伝統
行事である射手神社例大祭が斎行されまし
た。長田・大野木・木興地区の方々にご利用
いただき、みんなで巡行を見学しました。宮
司による祝詞奏上や、獅子舞の「無病息災」
祈願を受け、「めったに見ることができひん」
と、とても感激され、喜ばれていました。

　お互い近くにお住まいでも、利用日が違う
ため、顔を合わせることが少ないご利用者同
士、楽しい
時間を過ご
すことがで
きました。
「来年も」
と、期待を
ふくらませ
ています。

絵
手
紙
で
心
豊
か
に

障
害
者
支
援
施
設
梨
丘
園

　爽やかな秋晴れの下「秋を楽しもう」と、
地元の〝長田なたねの郷づくりの会女性部菜
の花グループ〟の方々にご協力いただき、地
元の菜種油を使ってサツマイモの天ぷらと
ドーナツを作っていただきました。揚げたて

の天ぷらは、衣がサクサクし、ご利用者は「熱
いっ、でもやっぱり揚げたては最高や！」と
とびきりの笑顔。あちらこちらで「おかわり」
の声がとびかいました。
　また〝伊賀の国大山田温泉さるびの〟より
お湯を運び、足湯コーナーを設営していただ
き、足湯を楽しみました。温かい温泉にゆっ
くりとつかり「全身ポカポカして大満足」と
体も心も温まった様子でした。

深まりゆく秋を味わおう
盲養護老人ホーム 梨ノ木園

～無病息災を願って～長田祭り
老人デイサービスセンター なしのき

秋の味覚を調理する菜の花グループの方々

足
湯
で
ポ
カ
ポ
カ
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

モチーフを前に真剣な表情です

宮司さんと久々の対面
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　かしの木ひろばが寺町にある立地を活かし、就
労継続支援Ｂ型事業の一環として、善福院様の掃
除をさせていただくことになりました。本堂の窓
拭きや草引き、落葉集め等の作業をさせていただ
いています。当初は実習のつもりでいたのですが、
初回から作業と認めていただき、とてもありがた
く思っています。仲間
と一緒に作業をしたあ
と、境内を見渡すと
清々しくなります。
　他の方々からもご依
頼いただくのを楽しみ
にしています。

　往古梨まつりの展示即売に向けて、松ぼっくりツ
リーの制作を始めました。大小様々な松ぼっくりに、
まるでお化粧するかのようにキラキラのマニキュア
とビーズやスパンコールを丁寧に施すうち、気分も
華やぎ、和気あいあいと作業が進みます。ツリーに
は、ワインコルクや木片で作った台を付け、お好み

のさをり織りの布の上に
飾っていただけるように
しました。大きいものは
15㎝もあり、２つとな
い色とりどりの松ぼっく
りツリー。皆さんのお部
屋にもいかがですか？

　毎週木曜日、梨ノ木診療所の濵瀬貴子理学療法士
によるリハビリテーションを実施しています。三重県
身体障害者総合福祉センターの理学療法士作成のプ
ログラムを基に、お一人20分程でスケジュールを組
み、固くなった筋肉を伸ばしたり、動かしにくい箇所

のストレッチや筋力
保持の運動介助を行
なっています。一人
ではなかなか気の進
まないリハビリです
が、マンツーマンの
施療に意欲も向上し
てくると好評です。

　伊賀市立神戸小学校
にて、点字体験学習を
行ないました。点字図
書館の仕事と役割を
知ってもらったあと、
点字の規則と点字器の
使い方を説明し、自分
の名前を書きました。児童たちは「これを指で読
むのは難しいね」と、自分で書いた点字を指でな
ぞって確かめていました。
　点字をより身近に感じてもらうとともに、目の
不自由な方への理解を深めていただけるよう、こ
のような機会を大切にしていきたいと思います。

理学療法士と共に
かしの木ひろば

小学生に点字を体験
　　　　　　していただきました

上野点字図書館
─もうすぐクリスマス─
かしの木ひろば

かしの木ひろば

鳥羽水族館へ行きました
かしの木ひろば

リハビリ楽しみです善福院境内にて

色々なツリーができました

点字器を初めて触る４年生

かわいいなぁ

ショー楽しかったよ 魚寄ってくるかな？



イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
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《
個
人
》　—

敬
称
略
・
五
十
音
順—

《
団
体
》　—

敬
称
略
・
順
不
同—

井
岡　
　

昭
、
井
岡　

千
草
、
伊
藤　

利
史
、
稲
垣
紀
代
子
、
稲
田　

久
樹
、
稲
田　

能
文
、

稲
森
千
鶴
子
、
今
矢　

義
文
、
上
窪　

豊
兄
、
上
田　

圭
一
、
上
田　

宗
久
、
上
田　

泰
邦
、

上
谷　

隆
昭
、
上
野　
　

庸
、
上
村　

倫
子
、
内
保　

博
仁
、
海
野　

啓
子
、
岡
森　

明
彦
、

岡
森　

金
一
、
岡
森
眞
理
子
、
奥
田　

英
夫
、
奥
田
や
え
子
、
片
山　

幸
一
、
門
田　
　

進
、

神
戸　

照
男
、
北
泉　

優
子
、
木
村　

公
司
、
木
村
都
美
子
、
葛
岡
ヱ
ミ
子
、
葛
原　

義
一
、

佐
々
木
聖
子
、
佐
々
木
良
真
、
澤
田　

昌
彦
、
清
水　

栄
子
、
清
水
み
ど
り
、
庄
山　

愛
子
、

城
本　

隆
子
、
杉
本　
　

將
、
角
田　

宗
成
、
角
田　

充
代
、
世
古　

秀
次
、
高
島　

郁
子
、

竹
岡　

英
子
、
竹
島　

和
実
、
田
中　

澄
夫
、
田
中　

美
紀
、
田
中
美
代
子
、
田
村　

敏
子
、

田
山
紗
知
子
、
塚
本　

初
子
、
辻　
　

正
子
、
戸
上　

宗
賢
、
豊
岡　

百
子
、
豊
田　
　

實
、

豊
田　

礼
子
、
直
居　

通
泰
、
中　

勢
津
子
、
中
川　

定
子
、
長
谷　

優
磁
、
中
出　

潔
巳
、

中
村　

信
通
、
中
村　

昌
子
、
中
森　

洋
子
、
中
矢　

英
夫
、
中
山　

洋
美
、
西
口　

保
次
、

西
山
登
志
子
、
服
部　

康
祐
、
比
澤　
　

茂
、
廣
岡　

建
夫
、
福
田　

定
子
、
藤
井　

充
子
、

藤
井　

恵
美
、
藤
島　

千
代
、
藤
永　

清
信
、
藤
林　

政
代
、
藤
森　

直
美
、
古
川　

節
郎
、

別
所　

法
山
、
前
川　
　

悟
、
町
野　

兢
治
、
松
生　

二
朗
、
松
田　

雅
子
、
松
本　
　

学
、

南　

つ
じ
江
、
南
出　

寛
三
、
宮
田　

琴
代
、
森　
　

喜
良
、
森　
　

令
子
、
森
井
久
美
子
、

森
岡　

佑
子
、
森
下　

弘
子
、
森
田　

満
枝
、
森
中　

一
美
、
森
野　

廣
榮
、
矢
口
キ
ヌ
代
、

矢
倉　
　

昌
、
山
口　

義
美
、
山
添　

久
哉
、
山
田　

龍
男
、
大
和　

幸
司
、
山
本　

君
子
、

山
本　

浜
子
、
吉
澤
と
し
子

上
野
点
訳
奉
仕
グ
ル
ー
プ
あ
い
、
上
野
音
訳
グ
ル
ー
プ
し
の
び
、

名
張
点
訳
グ
ル
ー
プ
あ
か
り
、
名
張
音
訳
グ
ル
ー
プ
こ
だ
ま
、
伊
賀
市
更
生
保
護
女
性
の
会
、

絵
手
紙
い
ろ
は
、
絵
本
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
も
こ
も
こ｣

、
お
は
な
し
ク
ラ
ブ
い
が
ぐ
り
、

蕉
門
ホ
ー
ル
「
語
り
部
塾
」、
に
ん
じ
ん
ク
ラ
ブ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
あ
ゆ
み
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
ミ
ッ
ク
ス
ジ
ュ
ー
ス
、
あ
け
ぼ
の
学
園
高
等
学
校
、

伊
賀
白
鳳
高
等
学
校
、
大
川
学
園
、
岡
波
看
護
専
門
学
校
、
長
田
小
学
校
、

伊
賀
上
野
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
、
伊
賀
市
上
野
視
覚
障
害
者
福
祉
会
、

伊
賀
市
上
野
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
、
上
野
東
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
、

上
野
徳
居
町
老
人
ク
ラ
ブ
、
上
野
福
居
町
老
人
ク
ラ
ブ
、
大
野
木
ゆ
う
ゆ
う
ク
ラ
ブ
、

伊
賀
市
主
任
児
童
委
員
、
上
野
桑
町
自
治
会
、
下
友
生
営
農
組
合
、

城
西
地
区
民
生
委
員
児
童
委
員
、
朝
屋
老
人
ク
ラ
ブ
、
寺
町
自
治
会
、
寺
町
老
人
会
、

東
部
地
区
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
児
童
部
会
、
友
生
老
人
ク
ラ
ブ
、

中
瀬
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
、
長
田
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー
、
長
田
地
区
住
民
自
治
協
議
会
、

花
之
木
地
区
委
員
会
、
花
之
木
地
区
住
民
自
治
協
議
会
、
花
之
木
地
区
民
生
委
員
児
童
委
員
、

府
中
地
区
住
民
自
治
協
議
会
、
三
田
地
区
住
民
自
治
協
議
会
、

ゆ
め
が
丘
地
区
民
生
委
員
児
童
委
員
、
予
野
保
育
園
教
育
後
援
会
、
グ
リ
ー
ン
ト
ピ
ア
名
張
、

も
み
じ
山
荘
、
森
の
里
、
西
蓮
寺
、
常
住
寺
、
日
蓮
宗
法
音
寺
上
野
支
院
安
立
寺
、
田
守
神
社
、

伊
賀
上
野
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
、
今
岡
米
穀
店
、
上
野
ガ
ス
、
小
川
整
備
、
奥
田
理
容
店
、
金
谷
、

キ
ッ
コ
ー
マ
ン
飲
料
、
欣
栄
堂
、
甲
野
屋
、
親
和
工
務
店
、
髙
嶋
鉄
工
所
、
ナ
ッ
ク
、

名
張
屋
製
麺
所
、
鍋
本
商
店
、
西
尾
石
油
店
、
西
尾
デ
ン
キ
、
人
形
の
ま
る
よ
し
、
白
鳳
電
工
、

福
田
豊
工
務
店
、
マ
ル
ソ
ウ
、
マ
ル
ソ
ー
上
田
木
材
、
村
脇
電
気
、
名
阪
設
備
工
業
、

米
岡
家
具
セ
ン
タ
ー

▪
ご
支
援
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
る
方
々
▪

（
平
成
24
年
６
月
〜
平
成
24
年
11
月
）

　
記
録
で
は
、
過
去
５
０
０
年

ほ
ど
前
か
ら
冬
～
春
に
何
回
も

流
行
が
起
き
て
い
ま
す
。
当

時
、
非
常
に
広
範
囲
の
多
く
の

人
々
を
極
め
て
短
い
時
間
で
襲

う
の
は
、
何
か
天
上
界
か
ら
の

影
響
（
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ス
）
に

違
い
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
た

の
で
、
病
名
が
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
と
名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
は
低

温
、
低
湿
を
好
み
ま
す
。
温
度

20
℃
、
湿
度
20
％
の
条
件
が
至

適
で
、
逆
に
高
温
多
湿
で
あ
る

と
す
ぐ
に
死
滅
し
ま
す
。ま
た
、

型
は
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
に
大
別
さ
れ

ま
す
が
、
流
行
す
る
の
は
Ａ
、

Ｂ
の
み
で
す
。

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス

の
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
と
い
う
３
つ
の

型
は
、
核
蛋
白
と
、
マ
ト
リ
ッ

ク
ス
蛋
白
抗
原
の
抗
原
性
の
特

徴
に
基
づ
い
て
決
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
Ａ
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

ウ
イ
ル
ス
は
、
更
に
表
面
の
赤

血
球
凝
集
素
抗
原
（
Ｈ
）
と
、

ノ
イ
ラ
ミ
ニ
ダ
ー
ゼ
抗
原（
Ｎ
）

に
よ
り
サ
ブ
タ
イ
プ
に
細
分
化

さ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
Ｂ
型
、

Ｃ
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
Ｈ
、

Ｎ
は
サ
ブ
タ
イ
プ
の
分
類
に
は

用
い
ら
れ
ま
せ
ん
。
と
い
う
の

も
、
こ
れ
ら
の
ウ
イ
ル
ス
の
抗

原
ド
リ
フ
ト
は
、
Ａ
型
に
比
し

て
尠
な
い
か
ら
で
す
。

　
　
梨
ノ
木
診
療
所

管
理
医
師
　
新
　
克
也

　俳聖 松尾芭蕉のふるさと伊
賀市では、命日である10月12
日に、芭蕉翁を偲んで「芭蕉祭」
が催されます。今年も、献詠俳
句に応募した当法人立保育園児
の俳句が、特選に２句、入選に
18句選ばれ、式典で表彰して
いただきました。
　これからも、日常生活で子ど
もたちがつぶやいたことや、会
話の中で発せられる感性あふれ
ることばを、五･七･五に綴って
いきたいと思います。

芭蕉祭 へ投句

第66回

　９月17日（敬老の日）、敬老祝賀会を開催
しました。この日の主役は、伊賀市最高齢に
なられた105歳、前川むめ様（明治40年生
まれ）です。伊賀市より市長、社会福祉事務
所長がお祝いにかけつけて下さいました。
　お孫さんもご来園下さり、祝福の声と拍手
で会場内が温かい雰囲
気に包まれました。
　これからも元気で楽
しくお過ごしいただけ
るよう一同心より願っ
ています。

伊賀市最高齢105歳伊賀市最高齢105歳伊賀市最高齢105歳
特別養護老人ホーム 第二梨ノ木園
祝か

ま
き
り
の
の
こ
ぎ
り
み
た
い
な
い
な
び
か
り

み
ど
り
第
二
保
育
園
　
藤
岡
佑
太

う
き
わ
つ
け
て
ラ
ッ
コ
み
た
い
に
お
よ
げ
た
よ

府
中
保
育
園
　
吉
岡
青
空

園児２人の特選句

ほ
け
ん
だ
よ
り

大好きなお孫さんと
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梨

ノ

木

園

第
二
梨
ノ
木
園

第
二
梨
ノ
木
園

な

し

の

き

な

し

の

き

梨
ノ
木
診
療
所

曙

保

育

園

睦

保

育

園

三
田
保
育
園

中
瀬
城
東
保
育
園

友
生
保
育
園

花
之
木
保
育
園

予
野
保
育
園

長
田
保
育
園

古
山
保
育
園

み
ど
り
保
育
園

ひ
か
り
保
育
園

み
ど
り
第
二
保
育
園

府
中
保
育
園

ゆ
め
が
丘
保
育
所

か
し
の
み
園

ヴ

ェ

ル

デ

フ
レ
ン
ズ
う
え
の

キ
ッ
ズ
う
え
の

第
２
フ
レ
ン
ズ
う
え
の

ふ

た

ば

梨

丘

園

か
し
の
木
ひ
ろ
ば

上
野
点
字
図
書
館

伊
賀
市
盲
人
ホ
ー
ム

法
人
本
部
事
務
局

盲
養
護
老
人
ホ
ー
ム

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

老
人
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

老
人
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

診

療

所

保

育

所

〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃

心
身
障
害
児
療
育
保
育
施
設

日
中
一
時
支
援
事
業
所

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

〃〃〃

障
害
者
支
援
施
設

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所

点
字
図
書
館

盲
人
ホ
ー
ム

当
法
人
の
施
設

　
ユ
ー
ミ
ン
の
作
品
に
「
瞳

を
閉
じ
て
（
１
９
７
４
年
）」

と
い
う
歌
が
あ
り
ま
す
。
美

し
い
メ
ロ
デ
ィ
と
素
敵
な
歌

詞
が
織
り
成
す
こ
の
歌
を
聴

く
た
び
、
訪
れ
た
こ
と
の
な

い
島
々
の
潮
の
香
り
が
漂
う

海
辺
の
情
景
が
、
目
に
浮
か

び
ま
す
。
歌
詞
を
少
し
紹
介

す
る
と
『
風
が
止
ん
だ
ら
沖

ま
で
船
を
出
そ
う
、
手
紙
を

入
れ
た
ガ
ラ
ス
瓶
を
持
っ

て
、
遠
い
所
へ
行
っ
た
友
た

ち
に
、
潮
騒
の
音
が
も
う
一

度
届
く
よ
う
に
、
今
、
海
に

流
そ
う
♪
』

　
こ
の
歌
は
、
長
崎
県
立
奈

留
高
等
学
校（
長
崎
県
五
島

市
奈
留
島
）
の
愛
唱
歌
と
し

て
卒
業
式
な
ど
で
歌
い
継
が

れ
て
い
ま
す
。
校
門
の
隣
に

は
歌
碑
が
建
て
ら
れ
て
い

て
、
そ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
Ｎ

Ｈ
Ｋ
の『
新
日
本
紀
行
』で
も

取
り
上
げ
ら
れ
た
そ
う
で
す
。

　

島
を
離
れ
、
都
会
へ
旅

立
っ
た
仲
間
た
ち
へ
の
思
い

が
込
め
ら
れ
た
こ
の
歌
、
日

本
の
離
島
が
衰
退
す
る
中
、

島
に
残
っ
て
生
き
る
方
た
ち

の
ひ
た
む
き
な
姿
が
垣
間
見

え
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

　
日
本
は
今
、
国
境
の
島
々

を
巡
っ
て
、
周
辺
国
と
の
軋

轢
が
絶
え
ま
せ
ん
。
新
た
な

年
を
迎
え
る
に
当
た
り
、
お

互
い
が
納
得
で
き
る
良
い
解

決
策
が
見
出
せ
る
こ
と
を
祈

る
ば
か
り
で
す
。

　
２
０
１
３
年
も
引
き
続
き
、

伊
賀
市
社
会
事
業
協
会
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
編
集
子
Ｙ
）

伊賀市社会事業協会は、保育施設、高齢者施設、障がい者施設、医療施設などを運営して
います。保育士資格をお持ちの方、看護師（正、准）資格をお持ちの方、介護職員として
働いてみたい方など、幅広い分野で、あなたの力を求めています。未経験の方、ブランク
のある方も安心して勤務していただけます。まず、ご連絡下さい。　 ☎0595-21-5545

いま、私たちは
"あなたの力"を求めています！

「回転木馬のように」
町野章学（睦保育園）

「明日に向かって」
久保佳世（梨ノ木園）

「池に浮かぶ紅葉」
奥　秀樹（梨ノ木園）

「わっしょい」
奥谷幸介（梨ノ木園）

「秋の夕暮れ」
安岡奈々絵（ひかり保育園）

「樹齢100年　栴檀の樹」
森田展代（かしのみ園）

「ライトアップされた赤目四十八滝の一つ『霊蛇滝』」
山下貴史（三田保育園）

「姉妹仲良く」
藤田修司（梨ノ木園）

「2012年　晴れ」
薮内　勝（本部事務局）
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